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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
～
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
︶

荒
木
　
浩

●
著
書

『
夢
と
表
象
　
眠
り
と
こ
こ
ろ
の
比
較
文
化
史
』（
編
集
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
五
九
二
頁

『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊
　
第
一
期
　
第
二
巻
　
因
縁
・
教
化
』（
後
藤
昭
雄
監
修
、
近
本
謙
介
と
共
編
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
全
二
巻
　
一
三
六
〇
頁

●
論
文

「
从
対
白
框
看
夢
的
形
象
」『
日
語
学
習
与
研
究
』（
中
国
語
、
史
瑞
雪
訳
）
二
〇
一
六
・
五
、一
八
六
号
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
一
〜
六
頁

「
夢
と
自
照
―
古
代
仏
教
の
言
説
と
対
外
観
を
め
ぐ
っ
て
」『
夢
と
表
象
　
眠
り
と
こ
こ
ろ
の
比
較
文
化
史
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
四
五
五
〜
四
七
八
頁

「
女
の
目
、
男
の
目
―
稲
荷
の
女
を
め
ぐ
る
赤
染
衛
門
と
大
江
匡
衡
」『
朱
』
第
六
〇
号
記
念
特
集
　
伏
見
稲
荷
大
社
　
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
　
一
六
三
〜
一
七
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
翻
訳
　
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ヘ
ル
ト
に
よ
る
書
評
　
ト
ー
ク
ィ
ル
・
ダ
シ
ー
著
『
万
葉
集
と
古
代
日
本
の
想
像
の
帝
国
』（Torquil D

uthie. M
an’y ōsh ū and the Im

perial 

Im
agination in E

arly Japan. L
eiden: B

rill, 2014

）」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
一
二
九
〜
一
三
二
頁

石
上
阿
希

●
著
書

『
暁
斎
春
画
』（
定
村
来
人
と
共
著
）
青
幻
舎
　
二
〇
一
七
年
二
月
　
二
二
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
解
説
　
春
画
研
究
者
・
石
上
阿
希
さ
ん
に
聞
く
　
北
斎
の
春
画
ワ
ー
ル
ド
」『
美
術
手
帖
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
号
増
刊

「
東
西
職
人
ら
現
代
に
復
刻
　
木
版
技
術
を
継
承
へ
」『
毎
日
新
聞
』（
大
阪
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
一
月
一
九
日
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石
川
　
肇

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
先
人
に
見
る
日
本
型
Ｉ
Ｒ
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 94

　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
四
〜
五
頁

「
馬
の
文
化
手
帖 Season2

」（
連
載
一
二
回
）『
週
刊G

allop

』
二
〇
一
七
年
一
月
一
五
日
号
〜
三
月
二
六
日
号

磯
田
道
史

●
著
書

『
江
戸
の
家
計
簿
』（
監
修
、
文
庫
）
宝
島
社
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
一
八
九
頁

『
徳
川
が
つ
く
っ
た
先
進
国
日
本
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
一
五
六
頁

U
nsung H

eroes of O
ld Japan

（『
無
私
の
日
本
人
』
英
語
翻
訳
版
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
訳
）
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
　
二
〇
一
七

年
三
月
　
二
〇
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
古
今
を
ち
こ
ち
」（
連
載
六
回
）
読
売
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
二
日
〜
二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日

「
世
の
中
を
良
く
す
る
種
」
読
売
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日

「
対
談
　
京
の
視
座
（
中
島
啓
勝
と
）」
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
〇
日

「
対
談
　
未
来
メ
デ
ィ
ア
カ
フ
ェ
（
万
城
目
学
と
）」
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
一
日

「
書
評
　
瀧
井
一
博
著
『
渡
邉
洪
基
』」
毎
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
三
日

「
対
談
　
京
都
の
こ
れ
か
ら
、
新
聞
の
こ
れ
か
ら
（
内
田
孝
と
）」
京
都
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
二
日

「
講
演
録
　
地
震
・
津
波
か
ら
生
き
延
び
る
知
恵
」
第
20
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
八
日
　
一
四
〜
二
四
頁

「
対
談
　
特
別
対
談 

日
本
の
人
口
減
少
は
「
直
系
家
族
病
」
だ
（
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
と
）」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
号

「
書
評
　
呉
座
勇
一
著
『
応
仁
の
乱
』、
諸
田
玲
子
著
『
梅
も
ど
き
』、
中
野
信
子
著
『
サ
イ
コ
パ
ス
』」
毎
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
一
日
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「
書
評
　
沢
山
美
果
子
著
『
江
戸
の
乳
と
子
ど
も
―
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
』」
毎
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
七
年
一
月
一
五
日

「
書
評
　
黒
木
喬
著
『
江
戸
の
火
事
』、
高
田
郁
著
『
銀
二
貫
』、
寺
田
寅
彦
著
『
天
災
と
国
防
』」
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
七
年
二
月
五
日

磯
前
順
一

●
論
文

「
い
か
に
し
て
近
世
日
本
を
研
究
す
る
か

―
近
代
の
「
想
像
／
創
造
」
論
を
超
え
て
」
ピ
ー
タ
ー
・
ノ
ス
コ
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｅ
・
ケ
テ
ラ
ー
、
小
島
康
敬
編
『
江
戸

の
な
か
の
日
本
、
日
本
の
な
か
の
江
戸
　
価
値
観
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
平
等
の
視
点
か
ら
』
柏
書
房
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
三
七
六
〜
四
〇
三
頁

「
津
田
左
右
吉
の
国
民
史
構
想
　
多
民
族
帝
国
に
お
け
る
単
一
民
族
国
家
論
の
役
割
」『
ア
リ
ー
ナ2016

』
第
一
九
号
　
中
部
大
学
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
二
五
八
〜

二
九
二
頁

伊
東
貴
之

●
著
書

『
シ
リ
ー
ズ
・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
中
国
古
典
４
　
治
乱
の
ヒ
ス
ト
リ
ア

―
華
夷
・
正
統
・
勢
』（
編
集
、
渡
邉
義
浩
・
林
文
孝
と
共
著
）
法
政
大
学
出
版
局
　

二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日
　
二
五
二
頁

●
論
文

“Postw
ar Japanese R

esearch on the H
istory of E

arly M
odern C

hinese T
hought, ” A

C
TA

 A
SIAT

IC
A

 : B
ulletin of the Institute of E

astern C
ulture (Japanese 

R
esearch on Intellectual Trends in C

hina and K
orea from

 the E
leventh to Seventeenth C

enturies), N
o. 112, T

he T
ōhō G

akkai (T
he Institute of 

E
astern C

ulture), February 2017, pp. 1–30

（
査
読
付
き
）

「
勢
に
つ
い
て
」
伊
東
貴
之
編
（
渡
邉
義
浩
・
林
文
孝
と
共
著
）『
シ
リ
ー
ズ
・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
中
国
古
典
４
　
治
乱
の
ヒ
ス
ト
リ
ア

―
華
夷
・
正
統
・
勢
』
法
政

大
学
出
版
局
　
二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日
　
一
四
一
〜
二
一
一
頁

「
戦
後
日
本
の
中
国
哲
学
・
思
想
史
研
究
に
お
け
る
比
較
思
想
的
な
観
点
や
視
座
に
つ
い
て
―
問
題
提
起
を
兼
ね
た
概
観
―
」『
比
較
思
想
研
究
』〔
特
集
３
：
今
、
比
較
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思
想
の
方
法
論
を
問
う
・
第
３
回
〕　
第
四
三
号
　
比
較
思
想
学
会
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
六
九
〜
七
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
二
〇
一
六
年
／
中
国
文
学
・
文
化 

年
末
回
顧
　
閻
連
科
（
イ
ェ
ン
・
リ
エ
ン
コ
ー
）
の
多
様
な
貌

―
大
作
の
翻
訳
相
次
ぎ
、
研
究
書
も
充
実
」『
図
書
新
聞
』

三
二
八
四
号
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
四
日
号

「
総
説
」
伊
東
貴
之
編
（
渡
邉
義
浩
・
林
文
孝
と
共
著
）『
シ
リ
ー
ズ
・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
中
国
古
典
４
　
治
乱
の
ヒ
ス
ト
リ
ア

―
華
夷
・
正
統
・
勢
』
法
政
大
学
出

版
局
　
二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日
　
一
〜
二
八
頁

稲
賀
繁
美

●
著
書

『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』（
編
著
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
　
八
五
二
頁

●
論
文

「
去
勢
・
不
能
か
ら
瞬
時
性
と
輪
廻
転
生
、
さ
ら
に
は
可
能
世
界
の
濃
度
測
定
へ

―
脱
戦
後
日
本
美
術
に
関
す
る
断
片
的
な
覚
書
（
後
）」『
あ
い
だ
』
二
二
九
号
（
連

載
一
一
八
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
　
二
三
〜
二
九
頁

「「
う
つ
し
み
」
と
「
い
つ
く
し
み
」

―
文
化
継
承
と
再
編
へ
の
軌
跡
　
戦
後
七
十
年
と
自
然
の
営
み
」『
神
園
』
第
一
六
号
　
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
　

二
〇
一
六
年
一
一
月
三
日 

三
〜
一
八
頁

「
も
の
・
こ
と
・
か
お
―
霊
性
の
憑
依
と
転
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
比
較
文
明
』
第
三
二
号
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
五
日
　
四
〜
一
一
頁

「
超
越
視
覺
文
化
的
觸
覺
感
知

―
重
新
定
義
博
物
館
學
中
的
「
現
代
性
」
以
調
整
數
位
化
的
全
球
尺
度
模
型
　H

aptic Sensations B
eyond V

isual C
ulture: R

edefining 

“M
odernity ” in M

useology so as to R
eadjust the D

igitized G
lobal Scale M

odel

」『
現
代
美
術
　M

O
D

E
R

N
 A

R
T

』
北
雙
特
刊
　TA

IP
E

I B
IE

N
N

A
L

 2016

　

第
一
八
三
号
　
中
華
民
國
一
〇
五
年
　
臺
北
市
立
美
術
館
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
六
二
〜
七
五
頁

「
ナ
ム
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
と
仏
教
思
想

―
「
没
後
10
年
　2020

年
笑
っ
て
い
る
の
は
誰
？
　
？
＋
？
＝
？
」
展
よ
り
」　『
あ
い
だ
』
二
三
一
号
（
連
載
一
一
九
）　

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
　
二
〜
一
五
頁
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「
和
辻
哲
郎
『
風
土
』
成
立
の
時
空
と
欧
州
航
路
―
歴
史
的
偶
然
と
地
理
的
必
然
と
の
交
差
に
お
い
て
」
橋
本
順
光
、
鈴
木
禎
宏
編
『
欧
州
航
路
の
文
化
誌
―
寄
港
地
を

読
み
解
く
』
青
弓
社
　
二
〇
一
七
年
一
月
二
七
日
　
一
八
五
〜
二
一
七
頁

「
文
化
の
翻
訳
性
序
説
―
造
形
藝
術
に
お
け
る
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
「
美
術
」
概
念
の
再
構
築
」
記
録
集
編
集
委
員
会
編
『「
美
術
」
概
念
の
再
構
築

（
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
）

―
「
分
類
の
時
代
」
の
終
わ
り
にTow

ard U
pdating the C

oncept of « B
ijutsu (A

rt)» A
t the E

nding of ‘A
ge of C

lassification ’

』
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
＋
星
雲
社
　
二
〇
一
七
年
一
月
二
七
日
　
二
九
七
〜
三
一
二
頁

「
美
術
史
は
全
球
化
し
う
る
か
？

―
極
東
の
視
点
か
ら
す
る
批
判
的
注
釈
」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
一
月
三
一
日
　

一
〇
五
〜
一
二
八
頁

「
序
文
」（
一
〜
一
七
頁
）、「
研
究
計
画
お
よ
び
経
緯
」（
三
〜
一
三
頁
）、「
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
交
易
史
・
試
論
」（
三
〇
九
〜
三
三
三
頁
）、「「
公
的
研
究
費
の
不

正
使
用
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
」
を
誉
め
讃
え
る
」（
七
七
六
〜
七
八
六
頁
）、「
あ
と
が
き
―
あ
ら
た
な
る
海
賊
学
の
船
出
に
む
け
て
」（
八
〇
九
〜

八
一
四
頁
）『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日

「
特
集
・
草
間
彌
生
　《
彼
女
は
　
私
の
心
の
天
の
　
ま
ぶ
し
い
銀
河
と
な
る
》」『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
一
七
年
三
月
号
　
八
〇
〜
八
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
推
薦
の
こ
と
ば
　
明
晰
な
頭
脳
、
破
天
荒
な
知
的
冒
険
」『
平
川
祐
弘
著
作
集
』
勉
誠
出
版
社
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月

「
現
代
の
こ
と
ば
　
希
望
の
色
は
何
色
か
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
日

「
海
賊
史
観
か
ら
世
界
を
見
る
」『
グ
ラ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
―
特
集
―
海
賊
・
自
由
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
電
子
版
）
第
７
号
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
号
　
二
〜
一
一
頁

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
双
方
向
的
同
窓
会N

ichibunken Interactive A
lum

ni N
etw

ork

創
設
に
む
け
て
の
個
人
的
提
言
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 94

　

二
〇
一
六
年
一
二
月
　
一
〜
二
頁

「
書
評
　
橋
本
真
之
著
『
造
形
的
自
己
変
革
』」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
二
号
　
一
二
月
一
〇
日

「
パ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
異
聞

―
台
北
で
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
学
会
で
の
体
験
か
ら
（
１
）」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
三
号
（
連
載
一
六
八
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日

「
書
評
　
今
井
祐
子
著
『
陶
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
五
号
　
二
〇
一
七
年
一
月
一
日

「「
世
界
東
京
化
計
画
」Tokyonization

の
教
訓

―
台
北
で
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
学
会
か
ら
（
2
）」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
六
号
（
連
載
一
六
九
）　
二
〇
一
七
年
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一
月
一
四
日

「
現
代
の
こ
と
ば
　
私
腹
の
財
か
ら
公
共
の
財
へ
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
一
月
一
六
日

「
等
価
交
換
の
幻
想
か
ら
修
復
的
司
法
の
刷
新
へ

―
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
の
事
例
紹
介
か
ら
」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
七
号
（
連
載
一
七
〇
）　
二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日

「
現
代
ア
パ
レ
ル
業
界
考
：
文
化
資
本
幻
想
の
再
配
置

―
台
北
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
史
学
会
か
ら
」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
八
号
（
連
載
一
七
一
）　
二
〇
一
七
年
一
月

二
八
日
　

「
コ
ラ
ム
　
夢
と
文
学
・
夢
と
い
う
語
彙
―
還
暦
の
月
日
を
跨
い
で
（
稲
賀
敬
二
・
稲
賀
繁
美
）」
荒
木
浩
編
『
夢
と
表
象
　
眠
り
と
こ
こ
ろ
の
比
較
文
化
史
』　

二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
　
一
〇
一
〜
一
〇
五
頁

「
読
ん
で
心
豊
か
に
：
は
じ
め
て
の
『
茶
の
本
』」『
月
刊
　
茶
の
間
』
二
月
号
　
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
　
二
九
〜
三
七
頁

「
理
論
と
し
て
の
台
湾
の
可
能
性

―
『
知
識
台
湾
　
台
湾
理
論
的
可
能
性
』（
麦
田
出
版
、
２
０
１
６
）」『
図
書
新
聞
』
三
二
八
九
号
（
連
載
一
七
二
）　
二
〇
一
七
年

二
月
四
日

「
世
代
間
の
遣
り
取
り
と
隙
間
と
に
育
ま
れ
る
「
光
」

―
美
術
批
評
家
ゾ
ラ
の
軌
跡
：『
印
象
派
の
終
焉
』
の
著
者
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
フ
の
来
日
に
ち
な
ん
で
」『
図

書
新
聞
』
三
二
九
〇
号
（
連
載
一
七
三
）　
二
〇
一
七
年
二
月
一
一
日

「
現
代
の
こ
と
ば
　
高
等
教
育
・
研
究
の
危
機
的
状
況
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
三
月
一
日

「
書
評
　
松
岡
宏
明
著
『
子
供
の
世
界
　
子
供
の
造
形
』」『
図
書
新
聞
』
三
二
九
四
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
一
一
日

井
上
章
一

●
著
書

『
討
厭
京
都

―
古
都
背
後
、
不
可
一
世
的
優
雅
與
驕
傲
』（
中
国
語
翻
訳
版
、
王
華
懋
訳
）
三
采
文
化
股
份
有
限
公
司
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
四
日
　
二
〇
六
頁

『
京
女
の
嘘
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
　
二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
　
一
九
六
頁

『
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
正
体
』（
文
庫
）
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
　
四
〇
九
頁
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
洛
外
』
に
隠
れ
た
名
所
あ
り
」『
サ
ラ
イ
』　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
号

「
書
評
　
鹿
島
茂
著
『
ド
ー
ダ
の
人
、
小
林
秀
雄
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
六
日

「
書
評
　
森
下
章
司
著
『
古
墳
の
古
代
史
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
七
日

「
美
し
い
女
子
大
生
は
、
ど
こ
に
い
る
」『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
増
刊
』　
二
〇
一
六
年
一
一
月
号

「
座
談
会
　
み
ん
な
や
っ
ぱ
り
京
都
が
好
き
（
船
越
英
一
郎
、
綿
矢
り
さ
と
）」『
文
藝
春
秋
』　
二
〇
一
六
年
一
一
月
号

「
丹
下
健
三
の
大
東
亜

―
富
士
山
と
ロ
ー
マ
を
む
す
ぶ
糸
」
朴
美
貞
・
長
谷
川
怜
編
『
日
本
帝
国
の
表
象

―
生
成
・
記
憶
・
継
承
』　
え
に
し
書
房
　
二
〇
一
六
年

一
一
月
五
日

「
下
町
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
」『
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
』　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
〇
日
号

「
書
評
　
ア
ン
ナ
ー
・
ビ
ル
ス
マ
著
『
バ
ッ
ハ
・
古
楽
・
チ
ェ
ロ
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
日

「
書
評
　
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
著
『
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
日
号

「
対
談
　
現
代
化
が
奪
う
エ
ロ
ス
（
花
房
観
音
と
）」『
京
都
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
八
日

「
書
評
　
林
丈
二
著
『
文
明
開
化
が
や
っ
て
来
た
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
五
日

「
対
談
　『
景
観
美
』
と
言
え
る
の
か
（
中
島
啓
勝
と
）」『
朝
日
新
聞
』（
京
都
版
・
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日

「
項
目
執
筆
　
中
華
思
想
、
桂
離
宮
、
京
美
人
、
数
寄
屋
」「
対
談
（
酒
井
順
子
と
）」『
別
冊
太
陽
（
京
都
を
知
る100

章
）』　
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
八
日

「
回
顧
　
二
〇
一
六
　
私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
五
日

「
建
築
で
虚
勢
を
は
る
独
裁
者
の
い
と
な
み
」『
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
』
二
〇
一
七
年
一
月
号

「
除
了
巴
掌
大
的
〝
洛
中
〞、
都
是
乡
下
」『
京
都
漫
歩
』
北
京
联
合
出
版
公
司
　
二
〇
一
七
年
一
月

「
秋
田
、
新
潟
、
そ
し
て
京
都

―
そ
れ
ぞ
れ
の
美
人
論
」『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
増
刊
』
二
〇
一
七
年
一
月
号

「
文
化
庁
が
や
っ
て
く
る
（
池
坊
専
好
と
）」『
産
経
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
七
年
一
月
一
日

「
イ
タ
リ
ア
で
は
街
並
み
の
持
続
性
こ
そ
が
優
先
さ
れ
る
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
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「
書
評
　
桃
崎
有
一
郎
著
『
平
安
京
は
い
ら
な
か
っ
た
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
一
月
一
二
日

「
永
山
の
下
に
眠
っ
て
い
る
歴
史
の
可
能
性
を
思
わ
せ
る
」『
遼
』　
二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日

「
座
談
会
　
地
域
再
生
道
筋
探
る
（
和
泉
康
夫
、
永
田
紅
、
深
尾
昌
峰
、
松
永
桂
子
と
）」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
七
年
一
月
二
九
日

「
大
阪
が
壊
れ
、
消
え
る
！
」『
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
』
二
〇
一
七
年
二
月
号

「『
源
氏
姉
妹
』
に
、
お
の
の
い
て
」『
波
』
二
〇
一
七
年
二
月
号

「
常
盤

―
ミ
ス
平
安
は
、
こ
の
人
で
と
ど
め
を
さ
す
」『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
増
刊
』
二
〇
一
七
年
二
月
号

「『
人
文
研
』
の
生
き
証
人
」（
再
録
）『
知
性
・
一
九
五
七

―
二
〇
一
七
』　
二
〇
一
七
年
二
月

「
書
評
　
尾
本
惠
市
著
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
ふ
り
か
え
る
人
類
史
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
二
月
二
日

「
書
評
　
松
隈
洋
著
『
建
築
の
前
夜
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
七
年
二
月
三
日
号

「
書
評
　
山
本
有
造
著
『
カ
ロ
ラ
イ
ン
・
フ
ー
ト
号
が
来
た
！
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日

「
十
年
間
の
新
書
ベ
ス
ト
三
」「
目
利
き
二
二
人
が
選
ぶ
二
〇
一
六
年
私
の
オ
ス
ス
メ
新
書
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
七
年
三
月
号

「
大
阪
と
関
西
を
考
え
る
」『
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ
　
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
大
阪
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）』　
二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日

「
書
評
　
山
本
雄
二
著
『
ブ
ル
マ
ー
の
謎
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
七
年
三
月
一
六
日

「
日
本
の
姿

―
戦
争
と
街
並
か
ら
見
え
る
こ
と
」『
交
詢
雑
誌
』　
二
〇
一
七
年
三
月
二
〇
日

「
大
阪
ま
み
れ
」（
連
載
二
一
回
）『
産
経
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
日
〜
二
〇
一
七
年
三
月
二
七
日

“Possibilities of M
odern A

rchitecture ”

　
瀧
井
一
博
編
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら
／
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社
会
の
変
容

―
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2015

日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日

牛
村
　
圭

●
論
文

「
宴
の
あ
と
に

―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
問
う
」『
琅
』
三
一
号
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
二
〜
二
一
頁
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「〈
竹
山
道
雄
を
読
む
〉
竹
山
道
雄
に
め
ぐ
り
会
え
て
」
平
川
祐
弘
編
『
竹
山
道
雄
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
Ⅰ
昭
和
の
精
神
史
』　
藤
原
書
店
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
五
五
四
〜

五
六
六
頁

「
書
評
　
熊
野
留
理
子
著
『
日
本
教
育
占
領
』」『
比
較
文
明
』
三
二
号
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
二
四
〇
〜
二
四
三
頁

榎
本
　
渉

●
論
文

「
平
安
末
期
天
台
宗
に
お
け
る
宋
代
仏
教
へ
の
ま
な
ざ
し
―
栄
西
入
宋
の
前
提
と
し
て
―
」『
佛
教
史
學
研
究
』
五
九
巻
一
号
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
一
九
〜
四
一
頁

「
宋
日
・
元
日
間
海
上
航
路
와
高
麗
島
嶼
地
域
（
宋
日
・
元
日
間
海
上
航
路
に
お
け
る
高
麗
の
島
嶼
）」『
해
양
문
화
재
﹇
海
洋
文
化
財
﹈』
九
号
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　

七
二
〜
一
二
二
頁

「
悪
石
島
の
寄
船
大
明
神
と
そ
の
周
辺
」
稲
賀
繁
美
編
『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
七

年
二
月
二
八
日
　
三
九
五
〜
四
一
五
頁

大
塚
英
志

●
著
書

『
感
情
化
す
る
社
会
』
太
田
出
版
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
二
九
五
頁

『
캐
릭
터 

소
설 

쓰
는 

법
﹇
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
﹈』（
電
子
書
籍
版
、
韓
国
語
、
김
성
민
訳
）
북
바
이
북
（
한
국
출
판
마
케
팅
연
구
소
） 

　
二
〇
一
六
年
一
二
月

『
이
야
기 

체
조
﹇
物
語
の
体
操
﹈』（
電
子
書
籍
版
、
韓
国
語
、
김
성
민
訳
）
북
바
이
북
（
한
국
출
판
마
케
팅
연
구
소
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月

『
캐
릭
터 

메
이
커
﹇
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
メ
ー
カ
ー
﹈』（
電
子
書
籍
版
、
韓
国
語
、
선
정
우
訳
）　
북
바
이
북
（
한
국
출
판
마
케
팅
연
구
소
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月

『
이
야
기
의 

명
제
﹇
物
語
の
命
題
﹈』（
電
子
書
籍
版
、
韓
国
語
、
선
정
우
訳
）　
북
바
이
북
（
한
국
출
판
마
케
팅
연
구
소
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月

『
세
계
만
화
학
원
﹇
世
界
ま
ん
が
塾
﹈』（
電
子
書
籍
版
、
韓
国
語
、
선
정
우
訳
）　
북
바
이
북
（
한
국
출
판
마
케
팅
연
구
소
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
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『
世
界
ま
ん
が
塾
』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
〇
一
頁

『
殺
生
と
戦
争
の
民
俗
学
　
柳
田
國
男
と
千
葉
徳
爾
』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
九
〇
頁

●
論
文

「
범
죄
소
년
문
학
론
﹇
犯
罪
少
年
文
学
論
﹈」（
韓
国
語
、
최
재
혁
訳
）『
季
刊
「
文
化
／
科
学
」』
八
八
号
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
二
六
六
〜
二
九
〇
頁

「『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
は
感
情
天
皇
制
を
断
念
す
る
」『
ユ
リ
イ
カ
』　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
二
一
六
〜
二
二
六
頁

「
妖
怪
学
批
判
　
２
」『
怪
』Vol. 0049

　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
二
七
六
〜
二
八
九
頁
、「
３
」Vol. 0050

　
二
〇
一
七
年
三
月
　
二
四
二
〜
二
五
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　「
感
情
化
す
る
社
会
」
の
先
に
あ
る
も
の
」『
金
曜
日
』　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
四
〇
〜
四
二
頁

「
書
評
　『
文
學
界
10
月
号
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
五
日
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
오
타
쿠 

담
론
의 

아
버
지
、
한
국
에 

오
다-

만
화 

원
작
자
이
자 

일
본 

대
중
문
화
비
평
가
인 

오
쓰
카 

에
이
지
와
의 

대
담
﹇
韓
国
を
訪
ね
た
「
お
た
く

の
言
説
」
の
父
―
ま
ん
が
原
作
者
・
日
本
大
衆
文
化
批
評
家
大
塚
英
志
と
の
対
話
﹈」『C

IN
E

 21

』N
o. 1082

　
二
〇
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
　
八
二
〜
八
七
頁

「
濃
度
の
薄
い
世
界
」『
早
稲
田
文
学
』
早
稲
田
文
学
会
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
五
四
〜
五
五
頁

「
書
評
　
柄
谷
行
人
著
『
憲
法
の
無
意
識
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
号

「
書
評
　
新
谷
卓
著
『
終
戦
と
近
衛
上
奏
文
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
共
産
主
義
陰
謀
説
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
七
年
二
月
一
〇
日
号

「
ｗ
ｅ
ｂ
教
材
　
も
の
が
た
り
創
作
」
Ｎ
予
備
校
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日
配
信
開
始

「
書
評
　
柄
谷
行
人
著
『
柄
谷
行
人
講
演
集
成
　1995–2015

　
思
想
的
地
震
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
七
年
三
月
二
四
日
号

「
八
雲
百
怪
」（
森
美
夏
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
〜
二
〇
一
七
年
三
月
号

「
恋
す
る
民
俗
学
者
」（
中
島
千
晴
と
共
著
）『C

om
icW

alker

』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月

「
ア
ラ
イ
ア
ズ
キ
、
今
宵
も
小
豆
を
洗
う
。」（
山
崎
峰
水
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
七
年
三
月
号

「
ま
ん
が
で
わ
か
る 

ま
ん
が
の
歴
史
」（
ひ
ら
り
ん
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
七
年
三
月
号
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郭
　
南
燕

●
著
書

『
都
靈
聖
殮
布
』（
共
訳
）
良
友
之
聲
出
版
社
　
二
〇
一
七
年
二
月
　
一
〇
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
南
十
字
星
の
下
の
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」『
日
文
研
』
五
八
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
七
〜
四
三
頁

「
默
會
知
識
、
得
心
應
手

―
設
計
的
東
方
思
維
與
表
徵
鄭
巨
欣
」
許
江
、
鄭
巨
欣
共
編
『
匠
心
文
脈
』
中
国
美
術
学
院
出
版
社
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
二
五
九
頁

北
浦
寛
之

●
論
文

“T
he L

ost Studio System
: R

econsidering Japanese Film
 P

roduction after the B
ubble ’s C

ollapse. ”

　
瀧
井
一
博
編
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら

／
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社
会
の
変
容

―
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
　

二
五
一
〜
二
五
五
頁

楠
　
綾
子

●
論
文

“T
he E

arly Years of the G
round Self-D

efense Force, 1945–1960, ” R
obert D

. E
ldridge and Paul M

idford eds., T
he Japanese G

round Self-D
efense Force, N

ew
 

York: Palgrave M
acm

illan, 2017, pp. 59–131.

“T
he D

ebate on Japan ’s Foreign and Security Policy D
uring ‘T

he L
ost Tw

o D
ecades ’, ” 

瀧
井
一
博
編
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら
／
失
わ
れ
た

20
年
と
日
本
社
会
の
変
容

―
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
　
一
九
三
〜

二
〇
二
頁
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
武
田
悠
著
『「
経
済
大
国
」
日
本
の
対
米
協
調

―
安
保
・
経
済
・
原
子
力
を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤
、1975

〜1981

年
』」『
国
際
政
治
』
第
一
八
八
号
　

二
〇
一
七
年
三
月
　
一
四
二
〜
一
四
五
頁

「
項
目
執
筆
　「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」「
国
際
平
和
支
援
法
」「
防
衛
装
備
庁
」「
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
」「
ジ
ブ
チ
自
衛
隊
拠
点
」「
特
殊
作
戦
群
」「
米
軍

属
」「
同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」「
北
部
訓
練
場
の
過
半
の
返
還
」「
日
韓
秘
密
軍
事
情
報
保
護
協
定
」」『
イ
ミ
ダ
ス
』「
防
衛
」
二
〇
一
七
年
版

倉
本
一
宏

●
著
書

『
現
代
語
訳 

小
右
記
３
　
長
徳
の
変
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
二
八
八
頁

『
日
記
で
読
む
日
本
史
６
　
紫
式
部
日
記
を
読
み
解
く
』（
監
修
、
池
田
節
子
著
）
臨
川
書
店  

二
〇
一
七
年
一
月
　
二
七
〇
頁

『
日
記
で
読
む
日
本
史
12
　
物
語
が
つ
く
っ
た
驕
れ
る
平
家
』（
監
修
、
曽
我
良
成
著
）
臨
川
書
店  

二
〇
一
七
年
一
月
　
二
〇
七
頁

『
藤
原
伊
周
・
隆
家
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
七
年
二
月
　
二
九
八
頁

●
論
文

「『
御
堂
関
白
記
』
の
『
妻
』
と
『
妾
』
に
つ
い
て
」『
説
林
』
65
　
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
　
二
〇
一
七
年
三
月
五
日
　
五
五
〜
六
二
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
御
堂
関
白
記
」 『
日
本
歴
史
』
第
八
二
四
号 

　
二
〇
一
七
年
一
月
　
五
六
〜
六
二
頁

「
自
著
を
語
る
　『
藤
原
伊
周
・
隆
家
』」『
究
』
二
〇
一
七
年
一
月
号
　
一
〜
二
頁

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
論
文

「
略
奪
品
か
戦
利
品
か
│
一
六
一
五
年
の
サ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
オ
号
拿
捕
事
件
と
幕
府
の
対
応
」
稲
賀
繁
美
編
『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
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報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
　
三
六
五
〜
三
九
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見
た
大
坂
の
陣
」『N

IH
U

 M
agazine

』
三
号
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月

「
大
坂
方
は
士
気
高
く
│
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
が
語
る
大
坂
の
陣
」『
歴
史
街
道
』
三
四
四
号
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
四
六
〜
四
七
頁

「
口
絵
解
説
　
Ｇ
・
Ｆ
・
メ
イ
ラ
ン
『
日
本
』1830

年
刊
所
収
」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
　
二
〇
一
七
年
一
月

「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
の
調
査
研
究
│
激
動
の
江
戸
初
期
に
お
け
る
対
外
関
係
を
解
き
明
か
す
」『
き
ざ
し
』
一
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
一
三
頁

「
口
絵
解
説
　
江
戸
城
図
（
モ
ン
タ
ー
ヌ
ス
『
東
イ
ン
ド
会
社
遣
日
使
節
紀
行
』1669

年
版
所
収
）」『
日
文
研
』
五
八
号
　
二
〇
一
七
年
三
月

呉
座
勇
一

●
著
書

『
応
仁
の
乱
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
三
二
八
頁

●
論
文

「『
鎌
倉
大
草
紙
』
と
小
山
義
政
の
乱
」
義
堂
の
会
編
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
の
周
辺
』
義
堂
の
会
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
三
〜
五
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
交
流
の
歴
史
学
」（
連
載
六
回
）
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
二
日
〜
二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日

「
解
説
　
後
期
網
野
史
学
の
代
表
作
」
網
野
善
彦
著
『
日
本
中
世
に
何
が
起
き
た
か
』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
七
年
三
月

「
対
談
　
応
仁
の
乱
×
第
一
次
世
界
大
戦 

英
雄
な
き
時
代
の
混
沌
に
立
ち
向
か
う
」（
細
谷
雄
一
と
）『
中
央
公
論
』
四
月
号
　
二
〇
一
七
年
三
月

小
松
和
彦

●
著
書

A
n Introduction to Y

ōkai C
ulture: M

onsters, G
hosts, and O

utsiders in Japanese H
istory

（『
妖
怪
文
化
入
門
』
英
語
翻
訳
版
、
依
田
寛
子
、
マ
ッ
ト
・
ア
ル
ト
訳
）
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出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
一
九
六
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
言
葉
の
遠
近
法
」（
連
載
三
回
）『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
五
日
〜
一
二
月
七
日

「
解
説
　
内
藤
さ
ん
の
現
場
主
義
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
型
の
研
究
へ
の
敬
意
」
内
藤
正
敏
・
松
岡
正
剛
共
著
『
古
代
金
属
国
家
論
』　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
一
五
〇
〜

一
五
九
頁

「
人
の
心
を
映
し
出
す
「
器
」」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
一
日

「
異
類
婚
姻
譚
を
め
ぐ
っ
て
」『
怪
』vol. 0049

　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
三
三
〜
三
七
頁

「
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
て
」『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
八
日

「
解
説
　
水
木
し
げ
る
は
い
つ
か
ら
妖
怪
漫
画
家
に
な
っ
た
か
」『
水
木
し
げ
る
漫
画
大
全
集
』
第
五
六
巻
（「
河
童
の
三
平
・
上
」）　
二
〇
一
七
年
一
月
　
五
二
〇
〜

五
二
三
頁

「
講
演
録
　
自
然
災
害
と
怪
異
伝
承
―
民
俗
知
の
活
用
を
考
え
る
―
（
柳
田
國
男
記
念
伊
那
民
俗
学
研
究
所
総
会
記
念
講
演
会
）」『
伊
那
民
俗
研
究
』
第
二
四
号
　
二
〇
一
七

年
二
月
　
二
〜
二
二
頁

「
コ
メ
ン
ト
　
怪
異
・
妖
怪
の
東
西
　
比
較
妖
怪
学
に
向
け
て
」
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗
学
研
究
室
編
『
モ
ノ
と
図
像
か
ら
探
る
怪
異
・
妖
怪
の
東
西
』　
二
〇
一
七
年

三
月
　
一
四
六
〜
一
五
五
頁

「
講
演
録
　
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
日
本
学
―
そ
の
現
在
と
未
来
を
考
え
る
―
」
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
日
本
学
研
究
院
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
「
国
際
日
本
研
究
―
対

話
、
交
流
、
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
＝Internationalizing Japan studies: dialogues, interactions, dynam

ics

』（
二
〇
一
五
年
度
）　
二
〇
一
七
年
三
月
　
一
〜
一
五
頁

「
忍
者
の
纏
う
虚
像
を
剝
が
す
」『
怪
』vol. 0050

　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
二
〜
三
七
頁

佐
野
真
由
子

●
著
書

『
新
領
域
・
次
世
代
の
日
本
研
究 N

ew
 V

istas: Japanese Studies for the N
ext G

eneration
』（
細
川
周
平
・
山
田
奨
治
・
佐
野
真
由
子
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
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ン
タ
ー
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
一
七
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
国
際
交
流
史
と
万
国
博
覧
会
」『Peace and C

ulture

青
山
学
院
大
学
社
会
連
携
機
構
国
際
交
流
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
』
第
九
巻
第
一
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
一
九
〜

三
七
頁

「
公
用
語
に
つ
い
て
」『
日
文
研
』
五
八
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
三
〇
〜
三
六
頁

瀧
井
一
博

●
著
書

『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら
／
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社
会
の
変
容
﹇
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

　
日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
﹈』（
編
著
）
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
　
二
七
六
頁

●
論
文

“Japanese Society as a P
lace for K

now
ledge C

reation and C
ooperation, ” 

瀧
井
一
博
編
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら
／
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社

会
の
変
容
﹇
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

　
日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
﹈』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
　
一
三
五
〜
一
四
一
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
耕
論
　
国
家
の
象
徴
と
は
」『
朝
日
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
七
）
国
家
建
設
の
実
践
の
書
（
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
（
石
上
良
平
訳
）『
国
家
と
は
何
か
―
政
治
理
論
序
説
〔
新
装
版
〕』
み
す
ず
書
房
　
二
〇
〇
二

年
）」『
究
』
第
六
八
号
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
号
　
四
四
〜
四
五
頁

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
東
大
初
代
総
長
　
知
の
懸
け
橋
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
四
日

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
八
）
情
報
と
人
情
（
松
本
剛
吉
（
岡
義
武
・
林
茂
校
訂
）『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
：
松
本
剛
吉
政
治
日
誌
』
岩
波
書
店
　
一
九
五
九

年
）」『
究
』
第
七
一
号
　
二
〇
一
七
年
二
月
号
　
四
四
〜
四
五
頁
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坪
井
秀
人

●
著
書

五
味
渕
典
嗣
・
日
高
佳
紀
編
『
谷
崎
潤
一
郎
読
本
』（
千
葉
俊
二
他
と
共
著
）
翰
林
書
房
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
三
五
五
頁

宇
野
田
尚
哉
・
川
口
隆
行
・
坂
口
博
・
鳥
羽
耕
史
・
中
谷
い
ず
み
・
道
場
親
信
編
『「
サ
ー
ク
ル
の
時
代
」
を
読
む

―
戦
後
文
化
運
動
研
究
へ
の
招
待
』（
共
著
）
影
書

房
　
二
〇
一
六
年
一
二
月
　
三
六
六
頁

●
論
文

「
二
十
世
紀
日
本
語
詩
を
思
い
出
す
」『
現
代
詩
手
帖
』
思
潮
社
（
連
載
）　
第
五
九
巻
一
〇
号
（
連
載
一
八
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
　
一
三
〇
〜
一
三
九
頁
、
第
五
九
巻

一
一
号
（
連
載
一
九
）　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　
一
六
〇
〜
一
六
八
頁
、
第
六
〇
巻
一
号
（
連
載
二
〇
）　
二
〇
一
七
年
一
月
　
一
〇
四
〜
一
一
二
頁
、
第
六
〇
巻
二
号

（
連
載
二
一
）　
二
〇
一
七
年
二
月
　
一
三
八
〜
一
四
七
頁
、
第
六
〇
巻
三
号
（
連
載
二
二
）　
二
〇
一
七
年
三
月
　
一
三
六
〜
一
四
六
頁

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
著
書

A
 Social H

istory of the Ise Shrines: D
ivine C

apital (co-authored w
ith M

ark Teeuw
en), B

loom
sbury, Feburuary 2017, 302 pages.

●
論
文

“A
m

aterasu ’s progress: the Ise shrines and the public sphere of postw
ar Japan, ” H

ugh C
ortazzi ed., C

arm
en B

lacker: scholar of Japanese religion, m
yth 

and folklore: w
ritings and reflections, R

enaissance B
ooks, January 2017, pp. 396–412.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
神
崎
宣
武
・
白
幡
洋
三
郎
・
井
上
章
一
編
『
日
本
文
化
事
典
』」『
學
鐙
』
第
一
一
三
巻 

第
三
号
　
二
〇
一
六
年
九
月
　
五
八
〜
五
九
頁



90

古
川
綾
子

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
こ
と
ば
」（
連
載
三
回
）『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日
〜
二
〇
一
七
年
二
月
八
日

「
上
方
落
語
の
舞
台
　
十
選
」（
連
載
八
回
）『
日
本
経
済
新
聞
』（
全
国
版
・
朝
刊
）　
二
〇
一
七
年
三
月
二
〇
日
〜
三
月
三
一
日

細
川
周
平

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
間
嶋
さ
ん
」『
ブ
ラ
ジ
ル
俳
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
（
三
八
九
号
）　
一
九
頁

「
書
評
　
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
レ
イ
ネ
ル
著
『
日
本
の
身
体
の
読
み
と
そ
の
認
知
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』（C

hristine 
G

reiner, 
L

eituras 
do 

C
orpo 

no 
Japão 

e 
Suas 

D
iásporas C

ognitivas. São Paulo n-1 ediçãoes, 2015

）」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
　
二
〇
一
七
年
一
月
　
一
三
三
〜
一
三
六
頁

松
田
利
彦

●
著
書

関
周
一
編
『
日
朝
関
係
史
』（
共
著
）
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
七
年
二
月
　
四
一
六
頁

●
論
文

「
日
帝
強
占
期
、
日
本
朝
鮮
関
係
記
録 

―
朝
鮮
植
民
地
支
配
에 

있
어 

政
策
担
当
者
의 

個
人
記
録
을 

中
心
으
로
」
韓
日
文
化
交
流
基
金
編
『
韓
日
両
国
、 

서
로
를 

어
떻
게 

기
록
했
는
가
？
』
景
仁
文
化
社
　
二
〇
一
七
年
二
月
　
三
三
三
〜
三
九
〇
頁

「
一
九
二
七
年
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
華
僑
排
斥
事
件
」『
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
』（
東
京
大
学
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
室
研
究
紀
要
）
第
一
六
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　

一
〜
二
四
頁
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山
田
奨
治

●
論
文

“C
hanges in Japanese C

opyright L
aw

 Post-1990s: U
S/C

orporate Interest vs. U
ser D

em
and, ”

　
瀧
井
一
博
編
『
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
研
究
の
こ
れ
か
ら

／
失
わ
れ
た
20
年
と
日
本
社
会
の
変
容

―
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

日
文
研
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
　

二
三
九
〜
二
五
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
コ
メ
ン
ト
　
美
の
殿
堂
　
企
業
名
賛
否
　
命
名
権
問
題
　
戸
惑
い
と
期
待
」『
京
都
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日 

「
監
修
　
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
新
し
い
Ｚ
Ｅ
Ｎ
を
め
ぐ
る
旅
」「
Ｓ
Ｆ
ル
ネ
サ
ン
ス2.0

の
息
吹
　
ア
ー
ト
・
Ｚ
Ｅ
Ｎ
・
テ
ッ
ク
の
新
し
い
関
係
性
」「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

SP
E

C
IA

L
 IN

T
E

R
V

IE
W

 

村
上
隆
に
聞
く
、
芸
術
作
品
に
自
由
を
宿
す
、
修
行
と
し
て
の
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ア
ー
ト
」『
美
術
手
帖
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
号

「JA
SR

A
C

は
、
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
の
か
？
　
音
楽
ユ
ー
ザ
ー
の
自
由
狭
ま
り
「
悪
者
」
に
」『w

ithnew
s

』
二
〇
一
七
年
一
月
一
〇
日

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

●
著
書

（
共
編
）Japonica H

um
boldtiana vol. 18 (2016), W

iesbaden: H
arrassow

itz Verlag, February 2017, 259 pages.

●
論
文

「『
一
筆
啓
上
』
の
礼
儀
作
法
―
行
動
学
に
応
え
る
記
号
学
を
検
討
し
て
―
」
山
口
大
学
人
文
学
部
『
異
文
化
研
究
』
第
一
一
号
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
八
八
〜
一
〇
〇
頁

劉
　
建
輝

●
論
文

「
19
世
紀
初
的
中
国
開
埠
地

―
東
亜
『
近
代
』
従
這
里
開
始
」
寧
稼
雨
他
編
『
孫
昌
武
教
授
八
十
華
誕
紀
念
文
集
』
百
花
文
藝
出
版
社
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
　

一
五
七
〜
一
八
〇
頁
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「
現
代
中
国
文
学
的
日
本
因
縁
」
黄
自
進
・
潘
光
哲
編
『
近
代
中
日
関
係
史
新
論
』（
近
代
中
日
関
係
学
叢
書
）
稻
郷
出
版
社
　
二
〇
一
七
年
三
月
　
五
一
五
〜
五
四
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
コ
ラ
ム
　
広
州
十
三
行
」
稲
賀
繁
美
編
『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
七
年
二
月

二
八
日
　
四
四
三
〜
四
五
〇
頁


